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In both Japan and Mainland China, few studies assess attitudes towards gender dysphoria. The 
purpose of this study was to compare the attitudes towards gender dysphoria between Japanese 
and Chinese college students. Japanese (92 males, 251 females) and Chinese college students 
(103 males,206 females) answered 56 items about attitudes towards gender dysphoria, which 
were collected from previous studies. We found that male had higher psychological distance and 
lower romantic feelings than female regardless of Japan and Mainland China. Chinese had 
higher psychological distance and romantic feelings than Japanese. They have the lowest level 
of social approval for gender dysphoria. Moreover, positive minority empathy is lower in female 
than male.
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問題と目的

　世界最初の性別適合手術1）を実施して以来、性別
違和に対する研究動向は常に変化している。初めて
性別違和を臨床的な障害として定義した DSM-Ⅲ

（Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders,third edition）から現在最新版の ICD-11

（International Classification of Diseases 11th 
Revision）で性別違和を精神疾患から外されるまで、
38 年間がかかった。
　現在，性別違和に対する態度の研究は，主に欧米
で進められている。多くの研究で一般の非当事者を
対象としており，性別違和に対する嫌悪感やジェン

ダーバッシングなどが見られた（Chen & Anderson, 
2017 ; Gerhardstein & Anderson, 2010 ; Glotfelter & 
Anderson, 2017 ; Hill & Willoughby , 2005 ; Tebbe, 
Moradi, & Ege, 2014 ; Winter, Webster, & Cheung, 
2008）。一方で，性別違和者への接触経験によって嫌
悪 感 が 低 下 す る こ と も 示 さ れ て い る（ King & 
Webster, 2009）。また，性差の検討においては，女
性より男性で性別違和への嫌悪感が高く，特に異性
愛者の男性で性別違和に対する偏見が高いことがわ
かった（Glotfelter & Anderson, 2017 ; Tebbe et al., 
2014 ;）。その点に関して，Norton & Herek（2013）
は，性別が男女に分類されるとする性別二元制を支
持する人にとって，性別違和はその定義に違反する
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存在と認識されるため，性別違和に対する嫌悪感が
多く見られると指摘している。

日本社会における性別違和の現状
　近年，政策や就労の分野で性別違和についての議
論が増えている。性別違和を肯定的に捉える社会活
動（東京レインボープライドやレインボーフェスタ
など）も一般的になり，テレビ番組やインターネッ
トの話題などで性別違和に関することも多く取り上
げられている。しかし，「出生時のジェンダー」と

「表出するジェンダー」が一致せず自分の性別に対し
て違和感のある性別違和者（APA, 2013）にとって
は，現在でも生きづらい厳しい生活が続いている。
針間・相場（2014）の性別違和者に対するインタビ
ューでは，「うつ病になり，引きこもり状態になっ
た」など自分の生き方に自信が持てない状況や，「女
の子だからこうしなさい，こうすべき」，「（会社で）
女性だと主張しない方がいいよ，みんなが反感持つ
から」など，他者からの否定的な態度に苦しんでい
る状況が見られるという。実際 2021 年開催した東京
オリンピックのウエイトリフティング女子 87 キロ超
級に性別違和の選手が出場したことについても，世
界中で様々な議論が巻き起こった2）。現実社会では，
性別違和者は自分の「性別不一致」だけではなく，
自分を取り巻く社会環境での他者の態度に対しても
深刻に悩み，不安を抱え，社会からの理解と支持を
求めていると言える。性別違和の支持には，自身の
マイノリティの経験から，性別違和の過酷な体験を
理解し，共感できる「マイノリティ共感」が必要と
考えられるが（葛西・小渡，2018 ; 葛西，2019），未
だ十分とは言えない。
　性別違和への研究は主に学校と職場の両方面で捉
えている。角田（2018）は性別違和の学生はよく学
校でいじめや暴力などを受け，自傷・自殺行為を起
こしていることを指摘している。職場においては，
就労や人間関係などの問題で苦しんでいる性別違和
当事者も多くいると見られる（松嶋，2013）。一方，
性別違和への態度研究は十分に検討されているとは
言い難い。今までの態度研究は主に医療事務職，看
護師になりうる学生を対象とし，医療現場における
性別違和への偏見を軽減することを目的としている

（日向・高田谷・近藤，2007；福岡，2015）。日向他
（2007）は看護学生を対象に精神疾患に対する偏見尺
度を用い，性別違和への態度，知識，社会的距離，

性差観との関連を検討した。その結果，知識がある
ほどまた性差観が弱いほど性別違和に肯定的な態度
を示す傾向が見られ，性別違和との社会的距離が近
いことが示唆された。また，女性は男性より性別違
和により近い社会的距離を示している。福岡（2015）
では，医療系大学の学生に対し，精神疾患に対する
偏見に関する項目から性別違和へのイメージを測定
し，性別違和に対する知識と接触経験との関係を検
討した。その結果，知識が多いほど社会的距離が縮
まることが明らかとなった。男性よりも女性の方が
性別違和に肯定的な態度を示した。また，性別違和
への接触経験が多いほど，性別違和に対して身近で
尊敬できるといったポジティブイメージも示してい
た。日向他（2007）や福岡（2015）では，性別違和
を精神疾患としてとらえており，接触する機会の多
い医療領域の学生を対象とした態度研究は重要であ
る。しかし，性別違和はすでに脱病理化されており，
対象者においては，医療関係の学生だけではなく，
幅広い分野の学生の態度をとらえることも必要とさ
れる。

中国社会における性別違和の現状
　中国での性別違和への研究は未だに十分なされて
いない。中国では，「性」という言葉はとても敏感な
話題である。学校と家庭では，「性」と言えば常に

「性行為」あるいは「生殖器」と関連づけられる（張・
梁・龍，2018）。特に中国本土では性の問題は表に語
るべきではないという風潮があり，「性」を汚い言葉
として扱い，性別違和の存在も古くから「特別視」
の存在として見られてきた。そのため，中国本土で
は性別違和当事者は自分の存在を隠し，主に非公開
な状態になっている（李・王，2018）。
　性別違和の正しい認識を広げている研究も数多く
あるが，伝統的な性別二元制の思想に支配された研
究も少なくない。例えば，陶・張・張（2005）から
は，高校生を対象とした研究では，両親の不仲が性
別違和者に影響を与え，性別違和は心理的問題であ
ると指摘している。さらには，性別違和者は心理的
性別を矯正し，生理的性別と一致させるための努力
が必要であると示唆している。強い性別二元制の考
え方の影響により，性別違和の存在は依然タブー視
されている。しかし，性別二元制規範と家庭環境の
問題が性別違和に影響を与える唯一の要因とは言え
ない。中国本土では性別違和に対する十分な知識が
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提供されていない可能性が高く，性別違和に対する
態度にも影響を与えていると考えられる。

日中比較の必要性
　異なる文化，異なる社会的背景を持つ大学生が性
別違和に対してどのような態度を取るかについて，
河嶋（2018）は日中大学生のトランスジェンダー3）

に対する認知と意識を比較した。「トランスジェンダ
ー」という言葉に対して，日本人大学生の認知度は
74.4% であり，中国人大学生の認知度は 42.0% であ
った。そして，言葉の由来では日中とも「インター
ネット」と「テレビ、映画、DVD」から知った割合
が高かった。しかし，38.9% は「学校」から知った
日本人に比べ，中国人が「学校」から知った割合は
ゼロであった。また，トランスジェンダーの当事者
に対する意識では，「身体の性と反対の性別を生きる
人たちのことをどう思うか」という質問に「おかし
くない」と答えた日本人は 8 割以上であった。一方，
中国では，「おかしくない」と答えた人は 5 割しかい
なかった。日本大学生と比べ，中国大学生の方がト
ランスジェンダーに対する認知度が低く，男女問わ
ず意識が非受容的であることが示された。また，男
性と比べて受容的な意識を持つ女性の割合が高かっ
たと考えられる（河嶋，2018）。
　日中において、性別違和に対する意識の違いから，
態度にも違いがあると予測される。しかし，河嶋

（2018）の研究では，性別違和に対する態度を具体的
に検討していなかった。日本では、新聞やテレビな
どのマスメディアにおいても、インターネットなど
のソーシャルメディアにおいても、性別違和は公表
できる存在である。中国では、マスメディアにおい
ては未だに公表しづらい存在だが、ソーシャルメデ
ィアを含むインターネット上においては、性別違和
に関するニュースと認識が少しずつ増えていること
が現状である。また，日中において，共に「性別二
元制」の視点を性差の基盤として置いている（湯川
他，2013 ; 趙・斉藤，2019）。多くの相違点を有して
いる日中環境に焦点を当て，日中の大学生が性別違
和にどのような態度を与えているかを検討すること
を本研究の目的にする。

性別違和への態度と関連する尺度
　態度尺度に関して，欧米では LGBT に対する共通
した態度が確認されており，複数の尺度が開発され

ている（Morrison, Bishop, & Morrison, 2019）。特に
脱病理化された同性愛者への態度研究は，性別違和
に対する態度尺度を考える上で参考になる。同性愛
者への態度研究の結果は，性別違和に対する態度と
似ており，男性よりも女性のほうが同性愛者に対し
て好意的であり，心理的距離が近く，ポジティブな
イメージを持っている（鈴木・池上，2015 ; 和田，
1996 ; 山下・源氏田，1996）。日向他（2007）や福岡

（2015）の結果も考慮すれば，性別違和に対しても男
性の否定的態度が予測され，性差の検討が必要であ
る。また，先行研究により，知識や接触経験は否定
的態度と負の相関が予想される。また，自身の出生
時のジェンダーに対する誇り（ジェンダー自尊心）
が高いほど同性愛者に対して否定的な態度をとるこ
とから（鈴木・池上，2015），ジェンダー自尊心の高
さが性別違和への否定的態度と正の相関にあること
が予想される。

本研究の目的
　中国本土では性別違和の存在を認められておらず，
十分に正しい知識が伝わっていないという研究がた
くさん見られた。したがって，日本に比べて中国の
ほうが性別違和の認知度は低くなると考えられる。
また，性別違和における態度では，知識の多さは性
別違和に対する否定的態度を弱め（日向他，2007；
福岡，2015），性別二元制の考えが強いほど性別違和
への偏見が強まる（Norton & Herek, 2013）。したが
って，日本に比べて中国の学生のほうが性別違和に
対する否定的態度が高くなる可能性がある。
　そこで，本研究では，先行研究で集めた性別違和
者と同性愛者に対する態度尺度の項目を参考し、日
中大学生の性別違和に対する態度の違いを調べ、性
差を検討することを目的とする。また，日本におい
て，知識や接触経験やジェンダー自尊心などの尺度
を用いて、態度に関連している要因を探求する。

方　法

　調査協力者　2018 年 9 月に日本及び中国の大学生
を対象とし，調査を行なった。欠損値が見られた者
および性別不明の対象者を除外し，分析対象は日本
人 343 名（男性 92 名，女性 251 名），中国人 309 名

（男性 103 名，女性 206 名）であった。
　手続き　日本では Google Form を，中国ではアン
ケートサイト「問卷星」を使い，QR コードと URL
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を用い，ウエブ上で質問紙調査を実施した。調査開
始前に性別違和の定義について説明し，調査意図と
回答は自由意志によることを口頭または書面で説明
し，同意を得た。本調査は関西大学大学院心理学研
究科倫理委員会の承認を得て行った。
　質問項目
1．日本の質問紙項目
　（a）性別違和への認知度を尋ねた福岡（2015）の項
目を用いた。「性別違和について，以前から聞いたこ
とがありますか」という問いに対して，「はい」「い
いえ」の 2 件法で尋ねた。
　（b）性別違和および同性愛者に対する態度尺度を
参考に，項目を選出した。なお，同性愛者に対する
態度尺度の項目においては，針間・相馬（2004）を
参考に性別違和にも共通して見られる態度を選出し
た。使用した尺度は，日向他（2007）の性別違和と
の社会的距離 7 項目，山下・源氏田（1996）の同性
愛者に対する好意的項目より 17 項目，和田（1996）
の同性愛者に対する態度尺度より 15 項目，宮澤・福
富（2008）のレズビアンに対する態度尺度より 17 項
目（ただし，「レズビアン同士の結婚も法律的に認め
られるべきだ」は，「性別違和の戸籍変更は法律的に
認められるべきだ」と変更した）。以上，全部で 56
項目。「1．全くそう思わない〜 5．全くそう思う」の
5 件法で回答を求めた。
　（c）福岡（2015）の精神障害者への接触経験の質問
をもとに，性別違和との接触経験を尋ねた 5 項目を
用いた。「はい」「いいえ」の 2 件法で尋ねた。
　（d）日向他（2007）の性別違和についての知識の 6
項目と，福岡（2015）の性別違和についての知識よ
り日向他の項目と異なる 14 項目を用いた。各項目に
対して「はい」または「いいえ」の 2 件法で回答を
求めた。
　（e）鈴木・池上（2015）のジェンダー自尊心尺度を
用いた。性別に基づくアイデンティティへの自己評
価を問う 3 項目，「1．全くそう思わない〜 7．非常に
そう思う」の 7 件法で回答を求めた。

2．中国の質問紙項目
　（a）性別違和への認知度を尋ねた福岡（2015）の項
目を中国語に翻訳し，2 件法で尋ねた。
　（b）日本の質問紙と同じ，態度尺度の 56 項目を中
国語に翻訳して利用した。日本語のできる中国人 3
人（うち心理学専攻 2 人）が日本語版の態度項目の

内容を中国語に翻訳し，原文である日本語版の内容
と完全に一致しているかどうかを確認した。また，
中国語版尺度の項目内容の表現が中国の大学生にと
って十分に理解できるか，文章のニュアンスに問題
がないか，中国在住の 7 人に確認し，再び修正が加
えられた。

結　果

日中大学生の性別違和名称への認知度
　「性別違和」という名称に対する認知度は，日本で
は 63.6％，中国では 47.9％であり，有意差が認めら
れた（χ2 （1）=16.19, p=.001）。予測通り，日本大学
生より中国大学生の認知度の方が低いことが見られ，
河嶋（2018）の結果と一致している。

日中大学生の性別違和に対する態度項目の分析
　収集された 56 項目の項目分析を行なった。日本に
おいて，床効果が確認された 7 項目を除外し，主因
子法，プロマックス回転による探索的因子分析を行
なった。因子負荷量の絶対値が .35 以上，共通性
が .17 以下の項目を除外した。また、固有値の減衰
状況およびスクリープロットの検証を合わせて，分
析を繰り返した結果，最終的に 4 因子 40 項目が抽出
された。一方中国において，天井効果が確認された
2 項目は本研究では必要である項目（14，15）と考
えたため，採用した。因子分析は日本と同様の基準
に従って，繰り返した結果，4 因子 38 項目が抽出さ
れた。日中の 4 つの各因子では，多くの共通項目が
見られた。そこで，日中大学生の態度の違いを検討
するために，共通してない項目を削除し，再度因子
分析を行った結果，日中において同じ因子構造の 4
因子計 22 項目がそれぞれ抽出された（Table 1）。
　第 1 因子は「近寄りにくい」「嫌悪感を抱く」な
ど，性別違和者との心理的な接触や社会的距離に関
する項目が見られたため，「心理的距離」因子と命名
した。第 2 因子は「お見合いしてもよい」など，性
別違和者を恋愛対象として考えられるかを問う項目
のため，「恋愛好感度」と命名した。第 3 因子には，

「社会は性別違和に冷たすぎる」など，性別違和の社
会的地位に対する容認度の項目が見られたため，「社
会的ポジションの承認」因子と命名した。第 4 因子
には，「人生を楽しんでいる」「自分の生き方に自信
を持っている人が多い」など，性別違和者に対する
ポジティブなイメージを持ち，性別違和という存在
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に対して肯定的な視点で見ている項目が集まれてい
るため，「ポジティブマイノリティ共感」と命名し
た。信 頼 性 で は，心 理 的 距 離 α=.796（日）/.891

（中），恋愛好感度 α=.809（日）/.814（中），社会的ポ
ジションの承認 α=.729（日）/.760（中），ポジティブ
マイノリティ共感 α=.719（日）/.644（中）であり，十
分な信頼性を示した（Table 1）。
　また，日中因子構造の因子不変性を確認するため
に，同モデルを基に，日本大学生と中国大学生グル
ープの 2 つの異なる群のデータを用い，多母集団同
時分析を実施した。分析では，複数のグループの間
において同一モデルの検証を行うために，等値制約
を導入し，配置不変性モデルと測定不変性モデルの
適合度を比較した。その結果，配置不変性モデルを
採 用 し た。適 合 度 指 標 は χ2 =901.297, df=406，
p<.001, GFI=.887, AGFI=.860, NFI=.828, CFI=.896, 

RMSEA=.043, AIC=1101.3 であった。ある程度許
容できる適合度が見いだされ，日中での因子構造の
因子不変性が示された。

日中大学生の態度比較と男女差
　日中大学生の態度比較では，4 つの下位因子に対
して，性別と国籍による二要因分散分析を行なった。

「心理的距離」では，国籍の主効果（F （1, 648）=8.25, 
p=.004, η2

p=.013），性 別 の 主 効 果（F （1, 648）= 
34.35, p<.001, η2

p=.050），国籍と性別の交互作用
（F （1, 648）=5.78, p=.016, η2

p=.009）が有意であっ
た（Figure 1a）。単純主効果の検定を行った結果，男
性における国籍の単純主効果は有意であり（F （1, 648）
=9.95, p=.002, η2

p=.015），女性は有意ではなかっ
た（F （1, 648）=0.18, p=.669, η2

p<.001）。男性では
日本人より中国人の得点が有意に高かった。また，

Figure 1.　日中における態度尺度の平均値
（エラーバーは標準誤差）
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性別の単純主効果は日本の大学生（F （1, 648）=5.92, 
p=.015, η2

p=.009）および中国の大学生で有意であ
った（F （1, 648）=34.50, p<.001, η2

p=.051）。どち
らの国も女性より男性の点数が有意に高かった。
　「恋愛好感度」では，国籍の主効果（F （1, 648）
=14.88, p<.001, η2

p=.022），性別の主効果（F （1, 648）
=4.07, p=.044, η2

p=.006）が有意であったが，交互
作用（F （1, 648）=0.04, p=.837, η2

p<.001）が有意
ではなかった（Figure 1b）。日本人に比べ中国人で
有意に点数が高く，また男性よりも女性で有意に恋
愛好感度が高かった。
　「社会的ポジションの承認」では，国籍の主効果

（F （1, 648）=1.98, p=.160, η2
p=.003）は有意ではな

かったが，性別の主効果（F （1, 648）=29.25, p<.001, 
η2

p=.043）は有意であり，交互作用（F （1, 648）
=3.81, p=.051, η2

p=.006）は 有 意 傾 向 で あ っ た
（Figure 1c）。単純主効果の検定の結果，男性におけ
る国籍の単純主効果は有意であったが（F （1, 648）
=4.03, p=.045, η2

p=.020），女性は有意ではなかっ
た（F （1, 648）=0.25, p=.619, η2

p=.001）。男性では
中国人より日本人の得点が有意に高かった。また，
性別の単純主効果は日本の大学生（F （1, 648）=5.91, 
p=.015, η2

p=.017）および中国の大学生で有意であ
った（F （1, 648）=34.50, p<.001, η2

p=.082）。どち
らの国も男性より女性の点数が有意に高かった。
　「ポジティブマイノリティ共感」では，国籍の主効
果（F （1, 648）=26.84, p<.001, η2

p=.040），性別の
主効果（F （1, 648）=5.50, p=.019, η2

p=.008）が有
意であったが，交互作用（F （1, 648）=0.05, p=.830, 
η2

p<.001）は有意ではなかった（Figure 1d）。中国
人よりも日本人で有意に点数が高く，また男性より
も女性で有意に点数が高かった。

日本大学生における関連要因の分析
　日本大学生における性別違和に対する態度の関連
要因を探索するために， 下位の 4 因子と接触尺度，
知識尺度，ジェンダー自尊心との相関関係を求めた

（Table 2）。先行研究通り，接触経験は否定的な態度
を示している「心理的距離」との間に弱い負の相関
が見られた。また，「恋愛好感度」と「社会的ポジシ
ョンの承認」との間に弱い正の相関が見られた。「ポ
ジティブマイノリティ共感」との相関関係は見られ
なかった。そして，知識は「恋愛好感度」と弱い正
の相関が見られ，「ポジティブマイノリティ共感」と
弱い負の相関が見られた。先行研究と異なり，「心理
的距離」と「社会的ポジションの承認」との相関は
なかった。最後に，ジェンダー自尊心は「恋愛好感
度」とは弱い負の相関，「ポジティブマイノリティ共
感」と弱い正の相関が見られた。「心理的距離」と

「社会的ポジションの承認」では先行研究と異なり，
相関はなかった。

考　察

日中大学生の性別違和に対する態度の違いと性差
　本研究では，日中大学生において，性別違和に対
する態度の違いと性差を検討することを目的とした。
日中で共通した態度項目を取り上げ，「心理的距離」

「恋愛好感度」「社会的ポジションの承認」「ポジティ
ブマイノリティ共感」の 4 因子計 22 項目がそれぞれ
抽出された。さらに，多母集団同時分析の結果より，
日中の因子構造は同じであることが示されたため，
日中の態度比較が可能となった。
　和田（1996），日向他（2007），宮澤・福富（2008）
の性別違和，同性愛者に対する態度尺度では「心理
的距離」因子と「社会的ポジションの承認」因子が

Table 2　日本・性別違和に対する態度と関連要因の結果

心理的距離 恋愛好感度 社会的ポジションの承認 ポジティブマイノリティ共感
日本・性別違和に対する態度

心理的距離 – – – –
恋愛好感度 -.291 ** – – –

社会的ポジションの承認 -.319 ** .197 ** – –
ポジティブマイノリティ共感 -.110 * -.115 * .176 ** –

接触経験 -.219 ** .145 ** .249 ** .072
知識 -.098 .154 ** .083 -.118 *
ジェンダー自尊心 .065 -.249 ** .035 .135 *

**p<.01，*p<.05
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得られており，本研究の場合でも一致した因子構造
が抽出された。また，性別違和者を恋愛対象とする

「恋愛好感度」因子は，日向他（2007）や和田（1996）
での社会的・心理的距離の一部として扱われていた
が，本研究では独立し新しい因子となった。心理的
距離は人間関係の近さを示す距離感だが，恋愛好感
度はさらに近い人間関係を示し，望んでいる性別で
生きている当事者のことをどのように受け止めてい
るのかの認識である。よって，性別違和に対する「恋
愛好感度」は社会的・心理的距離から分離し，より
一層親密な関係性を示している因子になった。また，

「ポジティブマイノリティ共感」因子について，日中
とも楽観的な態度で性別違和の存在を認識し，性別
違和の存在を肯定的に捉え，積極的な面を多く注目
している。しかし，性別違和に対するマイノリティ
共感は肯定的な視点だけでは十分とは言えない。マ
イノリティ共感とは共感者自分自身の経歴から他者
が経験してきたこと（主に差別，偏見，人権侵害や
過酷な体験など）に敏感になり，共感的な態度を示
すようになることである（葛西・小渡，2018；葛西，
2019）。厳しい社会環境の中，性別違和当事者は常に
生きづらさを感じている。しかし，ポジティブな視
点だけで性別違和を受け入れることは性別違和の体
験を共感できると言い難い。当事者を肯定する一方，
当事者が今まで経験してきたこと，苦悩している姿，
社会に受け入れるために努力してきた姿なども合わ
せて共感することが大きな支えになる。
　日中大学生の性別違和への態度を比較検討した結
果，男女問わず，中国大学生は日本大学生より「恋
愛好感度」が高くなり，「ポジティブマイノリティ共
感」がより低いことが明らかとなった。また，予測
通り，男性においては，中国人大学生のほうが「心
理的距離」では最も遠い距離を置きながら，「社会的
ポジションの容認」においては最も低い承認を示し
ていることが明らかになった。女性においては，国
を問わず，男性より最も近い「心理的距離」をとる
ことが分かり，「社会的ポジションの容認」において
は最も高い受容度を示していた。全体から見ると，
日本人大学生は性別違和に対する「心理的距離」が
近く，「社会的ポジションの承認度」と「ポジティ
ブ・マイノリティ共感」が高くなる一方，「恋愛好感
度」が低くなっていることが明らかになった。その
結果から、日本人大学生は性別違和の存在を肯定し，
尊重することができるが，恋愛対象として考えるこ

とが難しいことが考えられる。また，中国人大学生
は性別違和に対する「心理的距離」が高く，「社会的
ポジションの承認度」と「ポジティブ・マイノリテ
ィ共感」が低くなることから，性別違和に対する受
容度が比較的に低いことが明らかになった。
　全体から性差を見ると，女性は男性より肯定的な
態度を示し、受容度が高かった。様々な人種におい
て，男性に比べ女性での性別違和に対する嫌悪感の
低さが示されており（Carroll et al., 2012 ; Chen & 
Anderson, 2017 ; 日向他，2007 ; 河嶋，2018 ; Nagoshi 
et al., 2008 ; 佐々木，2018），女性の心理的距離の低
さは人種，文化に依存しない可能性が考えられる。
また，女性において日中に差が見られなかった要因
として，フェミニズムとの関連性が考えられる（砂
田，2017）。男性が主導権を握っている社会では，女
性の社会地位が低くなっていることが見られる。そ
のため，女性もある種のマイノリティであるため，
マイノリティである性別違和に対して社会的に容認
する傾向にあるのではないかと考えられる。
　先行研究から独立した「恋愛好感度」因子では，
日中共に予測外の結果が見られた。日本において，
男女問わず性別違和に高い尊重と承認を示している
ことにも関わらず，最も低い恋愛好感度を示してい
ることが見られた。近年の日本社会では，ダイバー
シティの概念が浸透し始め，職場においても学校に
おいてもダイバーシティの制度と教育を推進してい
る（正木・村本，2017 ; 森，2018）。性別違和に対す
る高い受容度はこのような政策や教育などに影響さ
れていることが考えられる。しかし，プライベート
と関連している「恋愛好感度」については，決めら
れた政策がないため，個人の自由意志を表している
可能性が高いことがわかった。また，日本では性別
違和を含む LGBT の認知度は高いため，よりリアル
に性別違和の性的指向を同性愛にイメージされ，性
別違和を恋愛対象としても考えにくく，拒否反応が
生じることが考えられる。中国においては，女性と
比べ男性の方が最も高い嫌悪感を示しているにも関
わらず，高い恋愛好感度も示していることが見られ
た。嫌悪感において，中国男性の態度は先行研究と
一致している（Carroll et al., 2012 ; Chen & Anderson, 
2017 ;日向他，2007 ; 河嶋，2018 ; Nagoshi et al., 2008 ; 
佐々木，2018）。恋愛好感度においては，中国では性
別違和の認知度は低いため，十分な知識が普及して
いなく，日本と比べて，性別違和の定義と概念も十
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分に浸透していないことが考えられる。そのため，
中国人は性別違和の概念と同性愛者または両性愛者
の概念と混同し，恋愛対象としては考えられる可能
性が高いことが考えられる。
　「ポジティブマイノリティ共感」項目については，
日本の大学生は性別違和の生き方を肯定的に捉えや
すいという結果が得られた。実際，これまでにも性
別違和を知ることで肯定的な態度が高まることが示
されている（日向他，2007；福岡，2015）。一方で，
当事者は実際の生活上で苦しみを抱える実態，苦悩
する姿，過酷な体験，社会からの不理解，生きづら
さなどの側面を認識しにくいことも考えられ，性別
違和当事者に対する理解と現状の認識はまだ不足し
ていることがわかった。

日本における関連要因の解明
　本研究では，日本人大学生を対象者とし，性別違
和に対する態度の関連要因を検討した。まず，接触
効果では，先行研究と同じ，性別違和との接触経験
が高いほど性別違和に対するポジティブなイメージ
を持ち，嫌悪感情を弱める結果を示している（福岡，
2015 ; King ,Winter & Webster, 2009）。性別違和当
事者との接触が増えるほど，理解が生じ，社会存在
を認めやすくなり，心理的距離を縮むことが考えら
れる。また、接触機会が増えることで、性別違和者
を知る機会も増え，恋愛対象として認識できること
も可能になると考えられる。知識では，先行研究よ
り，性別違和の知識があるほど性別違和に肯定的な
態度を示し，社会的距離が縮まることが見られた（日
向他，2007）が，本研究では同じ相関は見られなか
った。しかし，知識が増えることも接触と同じ，間
接的に性別違和者を知る機会も増え，恋愛対象とし
ても考えられる。知識とポジティブマイノリティ共
感が負の相関が出たことから，知識が多ければ多い
ほど性別違和に対する認識が豊富なり，マイノリテ
ィ共感をより包括的に認識できると考えられ，性別
違和ポジティブな面だけだはなく，苦しみなどネガ
ティブな面に対してもある程度理解して，共感して
いると考えられる。そして，ジェンダー自尊心では，
女性異性愛者に比べ，男性異性愛者においてジェン
ダー自尊心が高いほど同性愛者に対して否定的な態
度を示していることから（鈴木・池上，2015），ジェ
ンダー自尊心が高いほど，性別違和者に対する否定
的な態度から恋愛距離が遠くなり，マイノリティ共

感も不十分になることが推察される。

研究の限界と展望
　本研究の限界について，3 点あげられる。一つ目
は，サンプルの問題である。日中問わず，女性のサ
ンプル数が男性より多かった点である。本研究では，
日中大学生の性別違和に対する態度の違いと男女差
に着目し検討を行った。今後は男子生徒の数を増や
し，より均等なサンプルサイズを用いて検討を行う
必要があると考える。二つ目は，恋愛関係に関する
項目を答える際，想像していた性別違和対象者のタ
イプが異なっている可能性が考えられる。今後は性
別違和に対する態度を解明する際，タイプごとに態
度を測り，より詳細に検討する重要性があると見ら
れる。三つ目は， 本研究で使った態度尺度の結果で
は，信頼性の結果を再テストせず，妥当性も図らず
という疑問を残っていた。今後は，タイプごとに性
別違和に対する態度を測る尺度を検討し，サンプル
数を増やし，幅広い年齢層の人々を対象にしてより
詳細な調査をしていきたい。

注
1） リリー・エルベ：世界初の性別適合手術（男性から
女性）を受けた人物である。

 　「リリー・エルベ」（ 2021 年 8 月 17 日（火） 17：31　
UTCの版）『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』。

 https ://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83
%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%8
3%AB%E3%83%99

2） 「トランスジェンダー 選手が東京五輪代表に、五輪
出 場 は 史 上 初「 不 公 平 」と 物 議 も 」BBC NEWS 
JAPAN, 2021 年 6 月 21 日（最終閲覧日：2021 年 8 月
18 日）https ://www.bbc.com/japanese/57550038

3） トランスジェンダー ：生まれた時に割り当てられた
性別が自身の性同一性または性表現と異なる人々を示
す包括的な用語である。

 　「トランスジェンダー」（2021 年 8 月 17 日（火） 17：32　
UTCの版）『フリー百科事典 ウィキペディア日本語版』。

 https ://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%
A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%B8%E3%82%
A7%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%BC
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要　旨
　日本では性別違和に対する態度研究が主に医療現場の
学生を対象者としており，幅広い分野の学生の態度を測
る研究は十分に検討されているとは言い難い。中国本土
では，性別違和に対する態度研究は十分なされておらず，
さらには伝統的な性別二元制の思想に支配され，性別違
和に関する十分な知識が提供されていない可能性が高い。
そこで，本研究では，日本の大学生（男性 92 人，女性
251 人）と中国の大学生（男性 103 人，女性 206 人）が
性別違和に対する態度を比較することを目的とした。先
行研究より性別違和に対する態度を測定する 56 項目を収
集し，日中大学生にウェブ調査を行った。その結果，日
中を問わず，男性は女性より性別違和者に対する心理的
距離が高く，恋愛好感度が低かった。そして，中国人は
心理的距離と恋愛好感度が日本人より高く，性別違和に
対する社会的ポジションの承認が最も低かったことがわ
かった。また，性別違和に対するポジティブマイノリテ
ィ共感では，男性より女性の方が高いことが示唆された。
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